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中心市街地の活性化に関するアンケート調査結果（概要版）

１．アンケート調査の趣旨

市民等が中心市街地に求める機能（業種やサービス等）などのニーズを把握し、今後の中心

市街地のまちづくりに活かしていくためアンケート調査を実施した。

２．対象者等

※調査票は対象者ごとに異なっており、共通の項目、独自の項目がそれぞれある。

３．調査結果・見方の留意点

・設問には単一回答と複数回答がある。単一回答の場合、比率（％）はサンプル数を 100％と

して算出している。また比率は小数点第 2 位を四捨五入しているため合計が 100％にならな

い場合がある。

・複数回答の場合は、サンプル数に対する回答数の比率（％）を表しており、回答者全体から

みて、何％がその選択肢を選んでいるのかということになる。したがって、各選択肢の比率

の合計は 100％にはならない場合がある。

対 象 者 実施期間 配布数 回答者数 回答率

18 歳以上の中心市街地居住者

（無作為抽出）

令和 4年

10/24～11/15
1,000 人 530 人 53.0％

18 歳以上 35歳以下の市民

（無作為抽出）

令和 4年

10/24～11/15
1,000 人 377 人 37.7％

有明工業高等専門学校・帝京大学

福岡キャンパスの全学生

令和 4年

10/26～11/15
2,337 人 302 人 12.9％

商店街振興組合等加入者

（新栄町・銀座通・築町・栄町）

令和 4年

10/26～11/15
46 人 39 人 84.8％
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４．調査結果

（１）中心市街地の現況

①普段の買い物場所とその理由

全体で見ると、普段の買い物は「居住地近く（41.0％）」が最も高く、次いで「中心市街地

（25.1％）」である。また、その場所を選ぶ理由は、「自宅から近い（54.6％）」が最も高く、

次いで「買いたい商品がある（14.0％）」である。

普段の買い物を「中心市街地」で行う人が、その場所を選ぶ理由は「自宅から近い（55.3％）」

であるのに対し、「中心市街地以外の大型店」で行う人は、「買いたい商品がある（22.3％）」

が最も高い。「中心市街地以外の大型店」に行く人は、商品の魅力を感じて買い物の場を選ん

でいることが伺える。

■あなたが普段買い物をされている場所をお答えください。

■その場所を選ばれる理由

凡例

全体

(n=1,209)

高専・帝京大学の

学生調査(n=302)

18歳以上35歳以下

調査(n=377)

18歳以上の中心市街地内

居住者調査(n=530)

中心市街地

25.1 

15.6 

22.3 

32.6 

居住地近く

41.0 

39.4 

40.8 

42.1 

中心市街地以外

の大型店

15.2 

10.3 

17.5 

16.4 

県外・市外

9.4 

23.5 

8.8 

1.9 

インターネット・

通信販売

6.0 

10.3 

7.4 

2.5 

その他

1.0 

1.0 

0.3 

1.5 

無回答

2.2 

0.0 

2.9 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自宅から近い ②買いたい商品がある ③品数が多い ④商品が安い ⑤行くだけでも楽しい

⑥市内にないものがある ⑦駐車場が便利 ⑧店の雰囲気、接客態度が良い ⑨家に居ながら買い物ができる ⑩その他

⑪無回答
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■普段の買い物を中心市街地で行う人

○年齢層（ｎ＝304）

○その場所を選ぶ理由（ｎ＝304）

■普段の買い物を中心市街地以外の大型店で行う人

○年齢層（ｎ＝184）

○その場所を選ぶ理由（ｎ＝184）

3.3%

0.0%

0.0%

1.6%

2.2%

10.9%

16.3%

19.6%

21.2%

22.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
その他

家に居ながら買い物ができる

店の雰囲気、接客態度が良い

市内にないものがある

行くだけでも楽しい

駐車場が便利

自宅から近い

品数が多い

商品が安い

買いたい商品がある

1.3%

0.0%

0.0%

0.3%

2.0%

2.6%

3.9%

14.1%

17.8%

55.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
その他

店の雰囲気、接客態度が良い
市内にないものがある

家に居ながら買い物ができる
駐車場が便利

行くだけでも楽しい
商品が安い
品数が多い

買いたい商品がある
自宅から近い

39.1% 21.2% 7.1% 7.6% 12.0% 12.0% 1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

39.1% 14.5% 6.6% 9.2% 18.1% 8.6% 3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

１８歳以上の中心

市街地内居住者
18歳以上35歳以下

商店街振興
組合等加入者
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②中心市街地を訪れる頻度

全体で見ると、中心市街地に訪れる頻度は、「ほぼ毎日（22.2％）」が最も高く、6割以上（61.2％）

が週 1回以上訪れている。

「18 歳以上 35 歳以下の市民」では、「月に 2～3回程度（21.8％）」の割合が最も高く、一方で、

「ほぼ毎日（15.6％）」が他の対象者と比べて低く、中心市街地を訪れる頻度が少ないことが伺え

る。

■最近（ここ1年間くらい）中心市街地へどれくらいの頻度で行きましたか。

※中心市街地内居住者においては、居住以外で中心市街地を訪れた頻度を回答

凡例

全体
(n=1,209)

高専・帝京大学の

学生調査(n=302)

18歳以上35歳以下
調査(n=377)

18歳以上の中心市街地内
居住者調査(n=530)

ほぼ毎日

22.2 

28.1 

15.6 

23.6 

週に2～3回

21.2 

11.3 

18.3 

28.9 

週に1回

17.8 

11.3 

18.6 

20.9 

月に2～3回

程度

16.4 

17.9 

21.8 

11.7 

月に1回程度

7.6 

9.3 

8.5 

6.0 

2～3ヶ月に

1回程度

5.6 

5.0 

7.7 

4.5 

ほとんど（全く）

行かない

8.9 

17.2 

9.3 

3.8 

無回答

0.3 

0.0 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

１８歳以上の中心

市街地内居住者
18歳以上35歳以下

商店街振興
組合等加入者
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③中心市街地を訪れる主な目的

全体で見ると、中心市街地を訪れる主な目的は、「買い物（ゆめタウン）（65.6％）」が最も高く、

集客力の高さが伺える。「18 歳以上 35 歳以下の市民（71.3％）」や「中心市街地居住者（71.2％）」

では、7割以上を占めている。

次に高いのは、「買い物（ゆめタウン以外）（32.9％）」や「飲食（32.5％）」であり、中心市街

地に多くの飲食店があることや、個店が買い物の場として求められていることが伺える。

また、「18 歳以上 35 歳以下の市民」では「飲食（39.9％）」、「高専・帝京大学の学生」では「娯

楽施設（23.6％）」が、他の対象者と比べて高くなっており、若者を集客するための要素となるこ

とが伺える。

一方で、全対象者において、「習い事・教室・サークル活動（5.0％）」や「イベント・祭り（5.6％）」

が低くなっている。

有明高専帝京大学

○○○○

高等教育機関
本設問

の対象

まちなか

居住者
市内若者
商店街振興

組合加入者

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

１８歳以上の中心

市街地内居住者
18歳以上35歳以下

商店街振興
組合等加入者

65.6%

32.9%

32.5%

21.1%

19.2%

16.8%

11.6%

10.8%

10.1%

9.9%

6.9%

6.2%

5.6%

5.0%

2.0%

46.4%

28.8%

26.4%

6.4%

34.4%

34.4%

0.4%

23.6%

6.4%

4.0%

4.0%

6.0%

8.0%

2.8%

0.4%

71.3%

29.3%

39.9%

17.9%

14.1%

11.7%

5.6%

11.1%

5.6%

6.7%

8.8%

4.4%

4.4%

0.9%

2.6%

71.2%

37.3%

30.6%

30.6%

15.2%

11.6%

21.1%

4.3%

15.0%

15.0%

7.1%

7.5%

5.1%

8.9%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

買い物（ゆめタウン）

買い物（ゆめタウン以外）

飲食

公共サービス（市役所・銀行等）

電車・バスの利用・送迎

通勤・通学

病院（通院・見舞い）

娯楽施設（カラオケ等）

散歩・散策

理美容

仕事（営業・配達）

文化・学習施設（えるる・文化会館等）

イベント・祭り

習い事・教室・サークル活動

その他

■中心市街地に行った目的（用件）は何ですか。

全体（n=1098）

高専・帝京大学の学生（n=250）

18歳以上35歳以下の市民（n=341）

18歳以上の中心市街地居住者（n=507）
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④中心市街地での滞在時間

全体で見ると、滞在時間が「1時間程度（39.5％）」の割合が最も高い。また、滞在時間が「2

時間程度以下」と「2時間程度以上」を見ると、共に「買い物（ゆめタウン）」が最も高いが、

「2時間程度以上」では、「飲食（40.0％）」を目的としている割合も高い。

■中心市街地での滞在時間はどのくらいですか。

■滞在時間が 2時間程度以下の人の主な目的（n=602）

■滞在時間が 2時間程度以上の人の主な目的（n=460）

凡例

全体

(n=1,098)

高専・帝京大学の

学生調査(n=250)

18歳以上35歳以下

調査(n=341)

18歳以上の中心市街地内

居住者調査(n=507)

30分以内

15.3 

16.8 

10.0 

18.1 

1時間程度

39.5 

27.6 

42.2 

43.6 

2時間程度

23.5 

22.4 

27.0 

21.7 

3時間程度

8.0 

17.2 

7.0 

4.1 

4時間程度

3.1 

5.2 

3.5 

1.8 

5時間以上

7.3 

10.8 

7.3 

5.5 

無回答

3.3 

0.0 

2.9 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

１８歳以上の中心

市街地内居住者
18歳以上35歳以下

商店街振興
組合等加入者
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⑤中心市街地の満足度

全体で見ると、満足（「非常に満足」と「やや満足」の合計）は、「営業時間（54.7％）」や「買

いたい商品（46.2％）」で高い。

一方で、「中心市街地の活気（16.2％）」や「イベントの内容（19.7％）」の満足が低く、活気を

生むためのイベントの必要性が伺える。特に、「イベントの内容」は、「中心市街地居住者」や「18

歳～35歳以下の市民」において低くなっている。

■中心市街地の商業機能・サービスについてどのくらい満足していますか（ｎ＝1,209）。

■中心市街地の商業機能・サービスについてどのくらい満足していますか【イベントの内容】

⑥まとめ（考察）

普段の消費行動や中心市街地への来訪状況を見ると、買い物場所は「自宅に近い」という理由

から「居住地近く」を選ぶ割合が 4割を超える。次に「中心市街地」の割合が高く、その 6割以

上が週 1回以上訪れている。しかし、若い世代ではその割合が下がり、世代によってバラツキが

ある。

中心市街地を訪れる主な目的は、「買い物（ゆめタウン）」が圧倒的に多く、集客力があること

が伺える。次いで、「買い物（ゆめタウン以外）」や「飲食」が続き、中心市街地での滞在時間が

2時間を超える人の来訪目的は「飲食」の割合が高い。一方で、イベントを目的に訪れる若者が

少ないことから、若者を惹きつけるイベント開催の必要性が伺える。

中心市街地の満足度では、「営業時間」や「買いたい商品」への満足度は比較的高いが、「中心

市街地の活気」や「イベントの内容」に対する満足度は低い。満足度においても、他と比較して、

若い世代でのイベントに対する満足度が低い状況にある。

-26.5%

-12.3%

-45.9%

-32.7%

-17.8%

-13.4%

-24.2%

-12.2%

-16.2%

-25.6%

-18.4%

19.7%

40.1%

16.2%

21.6%

27.8%

36.3%

36.8%

54.7%

31.4%

35.3%

46.2%

イベントの内容

店の雰囲気・店員の接客

中心市街地の活気

娯楽施設

サービス店（理美容・マッサージ等）

飲食店の料金

行きたい飲食店

営業時間

商品の値段

魅力的な店舗

買いたい商品

不満足 満足

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

１８歳以上の中心

市街地内居住者
18歳以上35歳以下

商店街振興
組合等加入者
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⑥まとめ（考察）

普段の消費行動や中心市街地への来訪状況を見ると、買い物場所は「自宅に近い」という理由

から「居住地近く」を選ぶ割合が 4割を超える。次に「中心市街地」の割合が高く、その 6割以

上が週 1回以上訪れている。しかし、若い世代ではその割合が下がり、世代によって異なること

が伺える。

中心市街地を訪れる主な目的は、「買い物（ゆめタウン）」が圧倒的に多く、集客力があること

が伺える。次いで、「買い物（ゆめタウン以外）」や「飲食」が続き、中心市街地での滞在時間が

2時間を超える人の来訪目的は「飲食」の割合が高い。一方で、イベントを目的に訪れる若者が

少ないことから、若者を惹きつけるイベント開催の必要性が伺える。

中心市街地の満足度では、「営業時間」や「買いたい商品」への満足度は比較的高いが、「中心

市街地の活気」や「イベントの内容」に対する満足度は低い。特に、若い世代において、「イベン

トの内容」に対する満足度が低い状況にある。
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（２）中心市街地に求めるもの

①食べる

全体で見ると、「レストラン・飲食店（52.4％）」が最も高く、これに「カフェ・スイー

ツ店（40.7％）」、「ファーストフード店（19.6％）」が続いている。

「中心市街地内居住者」では、「レストラン・飲食店（57.0％）」が最も高く、「惣菜・弁

当屋（28.3％）」の割合が、他の対象者と比べて高くなっている。

一方、「高専・帝京大学の学生」では、他の対象者と比べて、「カフェ・スイーツ店（47.4％）」

と「ファーストフード店（30.5％）」の割合が高い。「18歳以上35歳以下の市民」でも、「カ

フェ・スイーツ店（50.7％）」が高くなっており、世代によって求めるものが異なることが

伺える。

52.4%

40.7%

19.6%

18.7%

17.6%

12.4%

2.6%

48.0%

47.4%

30.5%

19.9%

6.3%

12.3%

2.0%

51.5%

50.7%

21.5%

18.6%

11.1%

15.1%

2.9%

57.0%

31.7%

12.8%

17.7%

28.3%

11.1%

2.1%

33.3%

15.4%

10.3%

23.1%

23.1%

5.1%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

レストラン・飲食店

カフェ・スイーツ店

ファーストフード店

パン屋

惣菜・弁当屋

居酒屋

その他

■【食べる】中心市街地に充実して欲しい商業機能・サービス

全体（n=1248）

高専・帝京大学の学生（n=302）

18歳以上35歳以下の市民（n=377）

18歳以上の中心市街地居住者

（n=530）

商店街（n=39）

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

18歳以上の中心
市街地内居住者

18歳以上35歳以下
商店街振興
組合等加入者
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②買う

全体で見ると、「生鮮食品店（25.9％）」が最も高く、これに「スーパー（25.1％）」が続

いており、最寄り品の業種が高い割合となった。

「中心市街地内居住者」や「商店街振興組合等加入者」でも、「生鮮食品店」や「スーパ

ー」の割合が高いが、一方で、「高専・帝京大学の学生」や「18歳以上35歳以下の市民」で

は、「衣料品店」や「生活雑貨店」の割合が他の対象者と比べて高く、買回り品を求めてい

ることが伺え、居住地や世代によって、求めるものが異なることが伺える。

25.9%

25.1%

23.6%

20.1%

19.9%

11.9%

9.5%

7.5%

6.7%

6.3%

5.6%

3.9%

2.8%

2.6%

8.3%

19.9%

31.1%

24.8%

34.1%

11.3%

7.3%

6.6%

13.2%

5.6%

3.6%

5.3%

1.3%

0.7%

19.1%

23.6%

26.8%

20.2%

16.2%

8.5%

11.7%

11.4%

7.7%

5.0%

11.7%

5.3%

4.8%

4.2%

39.6%

27.5%

18.3%

18.3%

15.7%

14.5%

10.0%

5.5%

2.6%

7.2%

2.6%

2.5%

2.1%

2.3%

41.0%

46.2%

5.1%

7.7%

2.6%

15.4%

0.0%

0.0%

12.8%

2.6%

0.0%

5.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

生鮮食品店

スーパー

衣料品店

生活雑貨店

書店・文具店

コンビニエンスストア

ホームセンター、家電量販店

ブランド品店

化粧品店

薬局・ドラッグストア

玩具店・子供、ベビー用品店

スポーツ用品店

土産物店

その他

■【買う】中心市街地に充実して欲しい商業機能・サービス

全体（n=1248）

高専・帝京大学の学生（n=302）

18歳以上35歳以下の市民（n=377）

18歳以上の中心市街地居住者（n=530）

商店街（n=39）

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

18歳以上の中心
市街地内居住者

18歳以上35歳以下
商店街振興
組合等加入者
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③楽しむ

全体で見ると、「イベント（40.0％）」が最も高く、次に、「ゲームセンター等の娯楽施設

（29.3％）」、「スポーツジム等の運動施設（18.5％）」が続いている。

「中心市街地内居住者」では、「イベント（42.5％）」や「ギャラリー（19.8％）」が、他

の対象者と比べて高くなっている。

一方で、「高専・帝京大学の学生」では、「ゲームセンター等の娯楽施設（60.6％）」の割

合が特に高く、反対に「コミュニティカフェ等交流施設（14.9％）」割合が低くなっている。

中心市街地には、「イベント」が幅広い世代で求められているとともに、若い世代では、特

に「ゲームセンター等の娯楽施設」が求められていることが伺える。

40.0%

29.3%

18.5%

18.3%

12.0%

10.9%

8.7%

4.5%

36.8%

60.6%

19.9%

14.9%

6.0%

7.6%

6.6%

1.0%

39.3%

33.4%

20.4%

18.6%

5.8%

16.4%

9.5%

5.3%

42.5%

10.0%

16.8%

19.8%

19.8%

9.2%

9.2%

5.3%

38.5%

10.3%

12.8%

23.1%

12.8%

5.1%

7.7%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

イベント

ゲームセンター等の娯楽施設

スポーツジム等の運動施設

コミュニティカフェ等交流施設

ギャラリー

エステ・整体

理美容店

その他

■【楽しむ】中心市街地に充実して欲しい商業機能・サービス

全体（n=1248）

高専・帝京大学の学生（n=302）

18歳以上35歳以下の市民（n=377）

18歳以上の中心市街地居住者（n=530）

商店街（n=39）

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

18歳以上の中心
市街地内居住者

18歳以上35歳以下
商店街振興
組合等加入者
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④その他

全体で見ると、「宿泊施設（40.6％）」が最も高く、次に「医療施設（32.3％）」が続いて

いる。

「中心市街地内居住者」では、「医療施設（36.4％）」や「介護施設（18.9％）」の割合が、

他の対象者と比べて高い。一方で、「高専・帝京大学の学生」では、他の対象者と比べ「コ

ワーキングスペース（30.8％）」の割合が高く、反対に「介護施設（6.6％）」が低い。

中心市街地には、「宿泊施設」が幅広い世代で求められているが、「医療施設」や「コワ

ーキングスペース」などは、居住地や世代によって、求めるものが異なることが伺える。

40.6%

32.3%

17.6%

12.2%

6.3%

54.0%

30.5%

30.8%

6.6%

2.0%

41.6%

28.9%

19.9%

7.2%

8.8%

32.6%

36.4%

9.2%

18.9%

6.0%

35.9%

23.1%

7.7%

12.8%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

宿泊施設

医療施設

コワーキングスペース

介護施設

その他

■【その他】中心市街地に充実して欲しい商業機能・サービス

全体（n=1248）

高専・帝京大学の学生（n=302）

18歳以上35歳以下の市民（n=377）

18歳以上の中心市街地居住者（n=530）

商店街（n=39）

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

18歳以上の中心
市街地内居住者

18歳以上35歳以下
商店街振興
組合等加入者
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⑤求める姿

全体で見ると、「買い物機能が充実している（48.1％）」が最も高く、これに「行くだけ

でも楽しめる（28.9％）」、「用事が一度に済ませられる（28.6％）」が続いている。

「中心市街地内居住者」では、「行くだけでも楽しめる（32.5％）」や「用事が一度に済

ませられる（36.8％）」の割合が、他の対象者と比べて高くなっている。

一方で、「高専・帝京大学の学生」では、他の対象者と比べて、「娯楽機能が充実してい

る（44.4％）」の割合が高く、反対に、「行くだけでも楽しめる（22.8％）」の割合が低くな

っている。

中心市街地には、「買い物機能が充実している」が幅広い世代で求められているが、若い

世代では、「娯楽機能の充実」が求められていることが伺える。

■中心市街地に求める姿はどのようなものですか。

48.1%

28.9%

28.6%

22.2%

20.8%

11.9%

10.5%

7.8%

3.2%

47.4%

22.8%

12.6%

23.5%

44.4%

7.3%

10.6%

5.0%

0.3%

48.8%

28.6%

30.0%

22.5%

21.8%

10.1%

11.7%

9.8%

2.7%

47.9%

32.5%

36.8%

21.3%

6.8%

15.8%

9.6%

7.9%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

買い物機能が充実している

行くだけでも楽しめる

用事が一度に済ませられる

飲食機能が充実している

娯楽機能が充実している

公共施設が充実している

様々なイベントが行われている

観光地としての魅力が充実している

その他

全体

（n=1.209）

高専・帝京大学

の学生調査（n=302）

18歳以上35歳以下

の市民調査（n=377）

18歳以上の中心

市街地居住者調査

（n=530）

有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

高等教育機関

本設問の
対象

１８歳以上の中心

市街地内居住者
18歳以上35歳以下

商店街振興
組合等加入者
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⑥まとめ（考察）

中心市街地に求められるものを見ると、「食べる」では、すべての対象者において、「レス

トラン・飲食店」や「カフェ・スイーツ店」の割合が高くなっている。

「中心市街地の居住者」では、他の対象者と比較して、「惣菜・弁当屋」の割合が高く、「カ

フェ・スイーツ店」の割合が低くなっている。

このことから、「カフェ・スイーツ店」は、市内居住者や若者を集客する機能・要素である

ことが伺える。

「買う」では、「中心市街地居住者」では、「生鮮食品店」や「スーパー」など、最寄り品

が求められている。

一方で、「18～35 歳以下の市民」や「高専・帝京大学の学生」の若い世代では、「衣料品」

や「生活雑貨」を求める割合が高くなっている。若い世代では、最寄り品よりも買回り品が

上位となっており、集客するための重要な機能・要素であることが伺える。

「楽しむ」では、すべての対象者において、「イベント」の割合が高くなっている。

一方で、「高専・帝京大学の学生」では、「ゲームセンター等の娯楽施設」を特に求めてお

り、若い世代が中心市街地を訪れるための重要に機能・要素であることが伺える。

「その他」では、すべての対象者において、「宿泊施設」の割合が高くなっている。

一方で、「医療施設」や「コワーキングスペース」、「介護施設」は、世代によって求めるも

のが異なることが伺える。

「求める姿」では、すべての対象者において、「買い物機能が充実している」の割合が高く

なっている。

こうした中、「中心市街地の居住者」では「用事が一度に済ませられる」、「高専・帝京大学

の学生」では「娯楽機能が充実している」の割合が高いなど、求める姿は、居住地や世代で

異なることが伺える。

以上のことから、中心市街地に求める姿は、幅広くニーズがあるものと、居住地や世代で

分かれるものがあり、ターゲットを想定した中で、テナントを誘致する必要があると考えら

れる。
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（３）商店街の現状

①事業継続の予定について

「後継者に譲り営業予定（41.0％）」が最も高く、「業種転換を考えている（5.1％）」と併せ

ると、事業継続予定の事業者が 46.1％となっている。廃業を予定している事業者は、「自分

の代で廃業予定（30.8％）」が最も高く、「近い時期に廃業予定（7.7％）」と併せると 38.5％

となっている。

②廃業した場合の店舗活用について

「その他（40.0％）」が最も高いが、その要因は、自己所有でないためと思われる。次いで

「空き店舗のまま（33.3％）」となっている。また、「居住用として利用する」の回答はなく、

「テナントとして貸す（13.3％）」と「取り壊して別の利用をする（6.7％）」を併せると、２

割（20.0％）となっている。

■事業継続の予定をお答えください。

サンプル数

（n=39）

サンプル数

（n=39）

■廃業した場合、お店はどのような利用をお考えですか。
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③空き店舗の発生要因について

「店舗条件（広さ、設備、改装等）の問題のため（38.5％）」が最も高く、次いで、「家賃

（売値）の折り合いがつかないため（33.3％）」、「貸さなくても（売らなくても）差し支えな

いため（28.2％）」、「第三者も含めた事業者不足のため（28.2％）」となっている。

「店舗条件」や「家賃の折り合いがつかない」、「貸さなくても（売らなくても）差し支え

ないため」が空き店舗発生原因として捉えられており、借り手、貸し手の両方に課題がある

ことがが伺える。

その他の意見として、「中心市街地に賑わいが不足」や「駐車場が少ない」などの意見があ

った。

④市の空き店舗対策について

「有効だと思う（59.0％）」が最も高く、「どちらかといえば有効（17.9％）」と併せると、７

割以上（76.9％）となっている。

■大牟田市では、空き店舗対策として改修費の補助や、創業者に対して家賃を補助し

ています。このような支援について、どのように思いますか。

59.0 17.9 10.3 12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有効だと思う どちらかといえば有効だと思う

あまり有効だとは思わない よくわからない

■中心市街地における空き店舗の発生要因について、どのようにお考えですか。
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⑤その他支援について

「家賃補助の期間延長（56.4％）」が最も高く、次いで、「店舗改修費の補助額増加（35.9％）」、

「開業後の経営支援（35.9％）」となっている。

⑥まとめ（考察）

「事業継続の予定」では、後継者への譲渡や業種転換により、事業継続を予定している事業者

が約半数となっている。

一方で、「廃業した場合の店舗活用」では、約 3割が「空き店舗のまま」と回答しており、「空

き店舗が発生する要因」は、「店舗条件（広さ、設備、改装等）の問題」や「家賃（売値）の折り

合い」、「貸さなくても（売らなくても）差し支えない」が上位を占めており課題となっている。

市の支援制度においては、７割以上が、概ね有効と回答している中、現在の支援制度（家賃補

助、店舗改修費補助）に加えて、「開業後の経営支援」や「事業者同士の情報共有の場」への支援

が求められている。

■店舗改修費や家賃補助以外に、どのような支援があれば良いと思いますか。

回答は３つまで
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